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～校長室から～ 次につながる充実の     
3 学期は、この一年間のまとめの学期です。クラスも学年も終わりが近づいてき

ました。最後に向けて、より良い状態
じょうたい

でクラス、学年が終われるように、協力して

ほしいと願っています。特に 3年生は、卒業が目の前に迫
せま

ってきました。一中の最

高学年として、ここまで 1、2 年生を見事に引っ張ってきてくれました。これまで

の頑張りにふさわしい最高の姿で卒業できるように、この 3学期を締
し

めくくってほ

しいと思っています。 

そんなまとめの学期であると同時に、3学期は次の学年の準備
じゅんび

をする 0学期であ

る、という言い方もできます。3 年生は次の進路に向けて、1、2 年生はそれぞれ

2、3 年生に向けて、しっかりと準備をする学期であることを心に刻
きざ

んでおいてほ

しいのです。卒業式も3学期もそこでみなさんの人生が終わるわけではありません。

ゴールは次のスタートに続いています。より良い状態で終われることが、より良い

状態で始められることにつながります。 

3学期は 0学期です。その意識
い し き

で、みんなで充実
じゅうじつ

した 3学期を作りましょう。 

 

【一中ホームページもぜひご覧ください】 

  http://www.kaizuka.ed.jp/dai1-jh/        貝塚一中 

 

 

「学校教育自己診断」へのご協力ありがとうございました 
 学校の教育活動が子どもたちの実態や保護者の方々の学校に対する思いに対応し

ているかどうかを点検し、今後の学校教育に生かす目的で、毎年「学校教育自己診

断」アンケートを実施しております。 

生徒対象分については１２月に各学級で実施し、保護者の皆さまには２学期末の

懇談会の際にお願いをして、ご協力いただきました。今回より、Google フォーム

での実施とさせていただきましたが、お陰様でスムーズに集計することができまし

た。結果につきましては、『一中だより２月号』でお知らせいたします。 
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【実りある３学期に】 
 

あけましておめでとうございます。１７日間の冬休みも終わり、３学期が始まり

ました。１・２年生は５０日間、３年生は４２日間の３学期です。 

３学期は登校日が少なく、１月は「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」と

も言われ、時間があっという間に過ぎ去っていく学期になります。 

実りある学期になるように、去年できなかったこと、今年挑戦してみたいことを

整理して自分にあった目標を立てて過ごすようにしましょう。 

 

実りある３学期になるように、大切にしてほしいことが二点あります。 

一点目は、「目標を立て挑戦する学期にしよう」ということについてです。 

３年生のみなさんは、進路の実現に向けて、地道に学習を続けましょう。進路決

定は学年全員の進路が選択できたときのことを指します。一生懸命努力する姿、最

後まで気を引き締めて取り組む姿を１，２年生に見せてください。 

２年生のみなさんは、これから第一中学校の先頭に立って学校を引っ張っていく

立場になります。これまでに見た３年生の姿や取り組みに負けないように最上級生

になる心の準備をしてください。 

１年生のみなさんは、落ち着いて学習や生活に取り組み、４月に入学してくる後

輩を良き姿で迎えてほしいと思います。来るべき２年生に向けてよい学習習慣や生

活習慣をしっかり身につけてください。 

 

二点目は「自転車の安全運転」についてです。 

年末に大阪市内で自転車に乗った男子高校生が徒歩の高齢男性に衝突し、 

高齢男性が亡くなるという事故が起きました。 

貝塚市でも自転車を運転している高校生が小学生とぶつかり、小学生が大けがを

負う事故がありました。 

スピードの出しすぎやスマートフォンの操作、またイヤホンをつけての運転など

が理由で近年、自転車事故が急増しています。 

自転車は、道路交通法で軽車両に位置付けられており、車の仲間になります。道

路を通行するときには「車」として、交通ルールを守り安全運転を心がけましょう。 

 

まだまだ新型コロナウイルス感染症は落ち着いていません。健康に気を付け、成

長や充実感を味わえる日々を過ごしてほしいと思います。 

 

【自転車安全利用五則】 

（１）自転車は車道が原則、歩道は例外 

（２）車道は左側を通行 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 

（３）安全ルールを守る 飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間はライトを点灯 

（４）交差点での信号遵守と一時停止・安全確認 

（５）子どもはヘルメットを着用 (※子ども＝幼児・児童) 

生徒指導部より 


